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研究成果の概要： 

近年、スマートフォンやタブレット PC の利用増加、教科書の電子化から、ディスプレイ上で

わかりやすい書体の必要性が高まり、ユーザビリティ評価の対象が広まっている。知的障害者

においては、飛ばし読み、単語・文章の誤認識が見られることが多く、書体のわかりやすさは

重要である。本研究では、知的障害者と自閉スペクトラム症(以下, ASD)を重複する人を対象に

書体の「わかりやすさ」について印象評価を行い、比較した。結果、知的障害と、知的障害に

ASD を重複するグループとでは、わかりやすいと思う書体に差があった。また、書体の太さは、

「わかりやすさ」の要因になりうることが示唆された。 

 
研究成果の学術的意義や社会的意義 

本研究成果では、知的障害を有する人と、知的障害に ASD を重複する人とでは、「わかりや

すい」と思う書体に差があることが明らかとなった。知的障害や ASD に関する書体のわかり

やすさに関する研究は報告が少なく、かつ両グループには差があることが明らかになったこと

から、学術的意義があると言える。本研究成果を踏まえ、各障害のある人がわかりやすい書体

で、情報を提示することで、情報を受け入れられやすくなることが期待できる。教育現場だけ

ではなく、空港、駅、バス停等の公共空間や医療・商業施設等でも応用が可能である。 

 
研究分野：情報科学、情報工学、人間情報学、応用情報学およびその関連分野 
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１．研究の目的 
本研究では、知的障害者と、知的障害に ASD を重複する人が「わかりやすい」と思う書体を明

らかにする。また、書体の「太さ」は「わかりやすさ」に影響するのか、明らかにする。 

 

２．研究成果 

Tab.1 のように、レギュラー、太さを補正した場合いずれも、游明朝が 1 位、DFP 教科

書が 5 位となった。また、太さを補正することで、DFP 教科書以外の書体は、尺度値が狭

まり、類似した印象になると考えられた。Tab. 2, 3 のように、知的障害者と、知的障害に
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ASD を重複する人でわかりやすい書体が異なることがわかった。知的障害者では、レギュ

ラー、太さを補正した場合いずれも 
A 社 UD(:ユニバーサルデザイン)
デジタル教科書が 1 位となったが、

ASD を重複する人の場合は、レギ

ュラーは、 

游明朝が１位、太さを補正した場合

は、ヒラギノ明朝が 1 位であった。

書体を太くすることで、尺度値の幅

が狭まることは、両群に共通するが、 

ASD を重複する場合、 

DFP 教科書はレギュラーでも、太

く補正した場合でも、他の書体より

わかりにくいことが明らかとなっ

た。太さを補正することで、尺度値

が狭まったことから、「太さ」は、

わかりやすいと判断する一要因と

なると考えられる。ただし DFP 教

科書では、その効果は得られなかっ

た。これは DFP 教科書が、他の書

体に比べてフトコロが狭い書体で

あることが要因と考えられる。フト

コロを広くすることは、多くの UD

書体で視認性の観点から、意識的に

デザインされている。また、若年者

やデザイン経験者がフトコロの狭い書体を評価する一方、高齢者はその逆であることが報告さ

れている。書体は、太くすれば全てがわかりやすくなるわけではなく、太くする場合は、フト

コロが広い書体を選ぶ必要がある。また、知的障害者と ASD を重複する人の場合で比較した

結果、わかりやすい書体に違いがあることがわかった。近年ユニバーサルデザインという言葉

が、日本にも定着しつつあるが、『ユニバーサルデザインであるから、全ての人がわかりやすい』

という認識は安易であり、本調査結果からも自明となった。なお、本調査の人数の少なさは否

めず、今後はより対象を広げて研究の精度を高める必要がある。 
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〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0 件） 

順

位 
レギュラー 尺度値  太さ補正 尺度値 

1 游明朝 0.25 游明朝 0.103 

2 UDデジタル教科書体 0.172 ヒラギノ明朝 0.103 

3 ヒラギノ明朝 -0.01 UDデジタル教科書体 0.051 

4 MS明朝 -0.2 MS明朝 0 

5 DFP教科書 -0.21 DFP教科書 -0.26 

順

位 
知的障害（n=9） 尺度値 知的障害+ASD (n=7) 尺度値 

1 UDデジタル教科書体 0.416 游明朝 0.293 

2 游明朝 0.248 MS明朝 0.145 

3 ヒラギノ明朝 0.005 ヒラギノ明朝 -0.04 

4 DFP教科書 -0.27 UDデジタル教科書体 -0.15 

5 MS明朝 -0.4 DFP教科書 -0.25 

順

位 
知的障害（n=9） 尺度値 知的障害+ASD (n=7) 尺度値 

1 UDデジタル教科書体 0.151 ヒラギノ明朝 0.274 

2 DFP教科書 0 游明朝 0.222 

3 MS明朝 -0.03 MS明朝 0.107 

4 游明朝 -0.32 UDデジタル教科書体 -0.036 

5 ヒラギノ明朝 -0.09 DFP教科書 -0.567 

Tab.2 わかりやすい書体 障害比較 レギュラー 

Tab.3 わかりやすい書体 障害比較 太さを補正した場合 

Tab.1 わかりやすい書体 レギュラーと太さ補正の比較（n=16） 
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